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研究成果の概要（和文）：申請者は、低親和性相互作用蛋白質の熱力学と速度論を精密に解析することにより、
蛋白質相互作用の質に関する新しい知見を提唱することを試みた。OMD蛋白質の相互作用解析においては、脱水
和を伴うエントロピー駆動型の低親和性結合により機能を果たしていることが明らかとなった。FcγRIIIaの抗
体間相互作用解析においては、結合界面ではない可変領域の違いや糖鎖修飾の違いが低親和性における分子認識
に差異を与えていることが示された。熱ショックタンパク質HSP90とその薬剤フラグメント間の相互作用解析で
は、低結合親和性であるにもかかわらず、エンタルピー駆動型の特異的阻害活性を有することが明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：By precisely analyzing the thermodynamics and kinetics of proteins with low 
binding affinities, I attempted to propose new insights for protein functions into the quality of 
interactions at low affinity. The interaction analysis of an OMD protein revealed that the function 
came from an entropy-driven with dehydration. The FcγRIIIa-antibody interaction analysis showed 
that differences in the variable region and glycosylation, which are not at the binding interface, 
cause differences in molecular recognition at low affinity.  Interaction analysis between the heat 
shock protein HSP90 and its drug fragment revealed that it has enthalpy-driven with a specific 
inhibitory activity despite its low binding affinity.

研究分野：生体関連化学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究成果より、低親和性相互作用の特異性が、熱力学的パタメータと速度論パラメータを精密に解析すること
により理解することできることが明らかになった。実際の生体内の蛋白質相互作用の結合親和性には、microMレ
ベルの低親和性が多種多様に存在する。細胞システムにおける蛋白質間相互作用の秩序は、平衡定数のみでは正
確に記述できない、理解することができないのではない、低親和性相互作用による生体分子の秩序がある可能性
がある。ここに生命システムの本質を理解する新しい観点があると考えられ、これより新規の生命分子制御剤の
コンセプトを打ち出す指針になるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 我々生物の生命活動は何兆個もの細胞から構成されている。その１つ１つの細胞システムに
は様々な生体分子、特に蛋白質が多種多様な分子間相互作用が秩序だって分子認識を絶えず繰
り広げている。言い換えると、生命活動は、蛋白質の秩序ある分子間相互作用が重要な役割を果
たしていることになる。そのため例えば蛋白質－蛋白質間相互作用、蛋白質－リガンド間相互作
用等の選択性、特異性が重要視される。この特性は相互作用の高い結合親和性によってもたらさ
れることが現在まで一般的に論じられてきたことは言うまでもないことであろう。その観点よ
り、例えば分子標的創薬では高い薬剤活性を示すために高い結合親和性を創出することが重要
となっている。 
ところが、生体内の蛋白質－蛋白質間
相互作用の結合親和性は実に幅広い。抗
原－抗体間相互作用のような pMレベル
の高親和性も存在する一方で、細胞外マ
トリクス再構成や Fc 受容体シグナルの
ような µM レベルの低親和性も存在す
る。細胞内の高い秩序で保たれたシステ
ムにおいて、低親和性相互作用は低い選
択性/特異性を示すことになってしまい、
むしろ淘汰されるべき作用のように思
える。ところが、実際には各々にて重要
な生体機能を正確に果たしている。これ
はいったなぜなのだろうか？そこで申
請者は、細胞システムにおける蛋白質間
相互作用の秩序は、平衡定数のみでは正
確に記述できない、理解することができ
ないのではないかと考えた。中でも、特
に低親和性相互作用の意義を理解する
ために、その相互作用の質を知ることが
重要であると考えた (Figure 1)。特に生
命システムの秩序は、熱力学的平衡と速
度論的非平衡のバランスを正確に捉え
ることが不可欠であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
生命システムの秩序は、熱力学的平衡と速度論的非平衡のバランスによって構築されている。
その秩序の本質を知ることは、生体分子の新たな機能解明（知る）、細胞の合理的制御（操る）、
さらには医薬品開発への展開（活かす）へとつながる。そこで本研究では、生体分子の“弱い相
互作用”が生命システムの秩序おいて主要な役割を果たしているという観点のもと研究を遂行す
ることにした。弱い相互作用に関する分子メカニズムの解明を、従来の構造生物学的かつ生物物
理学的アプローチに留まらず、物理化学的アプローチを取り入れることにより、その精密な相互
作用解析を行う。申請者は、いくつかの低親和性相互作用蛋白質をモデルとして選び、その熱力
学パラメータと速度論パラメータを精密に解析することにより、蛋白質の低親和性における相
互作用の質（特異性、選択性、一過性）について新しい知見を提唱することができると考えた。
ここから“弱い相互作用”の本質に迫る。 
本研究では、高親和性に注目するのではなく、むしろ低親和性で蛋白質間の相互作用を起こし、
この決して高くない結合親和性を有した分子認識によって重要な役割を果たしている生体分子
に着目し、物理化学的パラメータを活用してその精密な相互作用の理解と制御を試みた。低親和
性の相互作用モデルとして、①OMD蛋白質の蛋白質間相互作用、②Fc受容体の蛋白質間相互作
用、③熱ショックタンパク質 HSP90のリガンド相互作用、に関する各相互作用メカニズムを解
析し、その生物学的意義について議論した。 
 
３．研究の方法 
各標的蛋白質は大腸菌発現系、昆虫細胞発現系、そして動物細胞発現系を適切に選択し、効率
のよい発現調製を行うことにした。得られた蛋白質は、等温滴定型熱量計 ITC 測定または表面
プラズモン共鳴 SPR測定を活用し、結合親和性の算出と共に、その熱力学的パラメータまたは
速度論パラメータを算出することも試みた。得られた物理化学的パラメータを指標に、各蛋白質
の相互作用メカニズムを記述し、その特異性創出において重要な物理化学的因子が何かを特定
した。 
 
４．研究成果 

Figure 1. 弱い相互作用の解明により拡がる
生命システム制御ワールド 



① OMD蛋白質の相互作用解析 
コラーゲンタイプ Iと OMDとの分子間相互作用とその複合体構造を解明することのより、低
親和性相互作用メカニズムの足掛かりを見出すことを試みた。まず物理化学的な解析として、会
合定数の温度依存性（lnk/T-1）に関する van’t Hoff解析を行った。その結果、温度の上昇に伴う
会合定数の増大が観察され、この相互作用は脱水和を伴う様式を駆動力としたメカニズムであ
ることが明らかとなった。さらに塩濃度の上昇による親和性の低下が観察されたことから、複数
の荷電残基をアラニンに変異させたアミノ酸変異体を調製した。その結果、いくつかの荷電残基
において、親和性を創出する重要なアミノ酸が含まれていることが明らかとなった。これは、コ
ラーゲンの表面がプラスに帯電していることと OMDがマイナスに帯電していること、さらにコ
ラーゲンにはその分子表面において水分子が取り囲んでいることによって、相互作用の際に有
利なエントロピーを獲得していることを示唆する結果であった。以上の成果の一部 Nature姉妹
紙の学術論文誌に publishすることができた（Commun Biol. 2018, 1:33. doi: 10.1038/s42003-
018-0038-2）。 
 
② FcγRIIIaと IgG型抗体間の相互作用解析 

Fc受容体の１つである FcγRIIIaと IgG型抗体間の相互作用解析では、μMレンジの解離定数
であることが示された。複数種の IgG 抗体を用いることで、その可変領域におけるアミノ酸配
列の違いによる影響を分析した。さらに IgG には翻訳語修飾として糖鎖付加が起きるため、発
現させる細胞種の違いによる糖鎖構造の変化の影響についても解析を行った。その結果、弱い結
合親和性の中にも、糖鎖構造に違いにより解離定数および速度定数が変化することが明らかと
なった。特にガラクトース付加は、FcγRIIIaに対する分子認識を有意に変化させる修飾体でるこ
とが示唆された。興味深いことに、この効果は FcγRIIIa に対して直接的できはなく、間接的な
作用によることも示唆された。これらは糖鎖構造が抗体の Fcドメインのコンホメーショナルな
状態変化に影響を及ぼしていることが推察される。また可変領域の違いによる Fab ドメインの
違いも、FcγRIIIaへの結合様式を変化させる可能性が見出された。このように、結合界面ではな
い可変領域の違いや糖鎖修飾の違いによる分子認識の差異が速度論的に変化することを見出し
た（Biotechnol Prog. 2020, 36(6):e3016）。 

 
③ 熱ショックタンパク質 HSP90とその薬剤フラグメント間の相互作用解析 

HSP90に対する選択的な阻害活性を示す医薬品候補低分子薬として知られるTAS-116を用い
て、その HSP90に対する結合様式を詳細に分析した。TAS-116は HSP90に対して、ATP結合
ポケットとして知られているポケット１、ポケット２に加えて、さらに蛋白質内部の奥まった空
間ポケット３にも結合できる化学構造を有している。このうち、ポケット３は HSP90にとって
固有の結合サイトであることがアミノ酸配列の 1 次情報から推察されたため、この第 3 ポケッ
トにおける低分子フラグメントとの熱力学的な相互作用解析を行った。その結果、フラグメント
化合物は、数十 μMレベルの低結合親和性であるにもかかわらず、エンタルピー駆動型の結合を
有していた。さらに本フラグメント化合物においても HSP90選択的な阻害活性を示した。この
ことから、第 3ポケットに結合するエンタルピー駆動型のフラグメント化合物は、HSP90固有
の結合ポケット内部で起きていることが示唆され、低親和性にもかかわらず、HSP90 選択的な
リガンド制御がなされていることが明らかとなった（J Med Chem. 2021,64(5):2669-2677）。 
 
以上のように、低親和性相互作用は、熱力学的パタメータと速度論パラメータを精密に解析す
ることにより理解することできることが明らかになった。ここに生命システムの本質を理解す
る新しい観点があると考えられ、これより新規の生命分子制御剤のコンセプトを打ち出す指針
になるであろう。 
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Antibodies binding the head domain of P2X4 inhibit channel function and reverse neuropathic pain.

蛋白質相互作用の熱測定と創薬

Thermodynamic, kinetic and computational analyses of the recognition mechanism of an antibody to a flexible protein antigen

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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長門石　曉、津本　浩平
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My research in Tokyo

がん関連蛋白質を阻害する特異的リガンドの物理化学的探索

生体内の標的蛋白質を制御するための熱的アプローチによるリガンド選抜

生体分子を制御する特異的リガンドの物理化学的探索と解析
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長門石曉、津本浩平
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Thermodynamic selection of ligands to inhibit the protein functions in cell and in vivo

Raman Spectroscopy for Biopharmaceutics: Evaluation of Conformational Stability

合理的な抗体設計を目指した蛋白質相互作用に関する物理化学解析

蛋白質-リガンド, 抗原-抗体相互作用解析における熱分析の活用

 １．発表者名

RamanFest 2018 (6th International Conference on Advanced Applied Raman Spectroscopy)（招待講演）（国際学会）

バイオ医薬品セミナー（招待講演）



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Antibody Engineering & Therapeutics（国際学会）
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 ４．発表年

 ４．発表年
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Physicochemical and Computational Analysis for S100A4-MetAP2 peptide Interaction

抗体の阻害機構解明や親和性向上設計のための熱測定

天然変性タンパク質のフラグメント化によるタンパク質間相互作用阻害リガンド探索
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第13回バイオ関連化学シンポジウム
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中川 一路、相川 知宏、妹尾 暁暢、中木戸 誠、長門石 曉、津本 浩平

 ２．発表標題

津本浩平、長門石曉
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分子間相互作用阻害に基づく菌種特異的な増殖阻害剤の開発

蛋白質相互作用の物理化学的解析と次世代創薬

セリン代謝酵素を標的とする新規阻害剤の探索と展開

セリン代謝酵素を標的とする新規阻害剤の探索と展開

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第93回日本細菌学会総会

33rd The Protein Society Annual Symposium（国際学会）

中木戸 誠、相川 知宏、長門石 曉、妹尾 暁暢、竹内 美 結、星野 将人、下村 拓矢、カアベイロ ホセ、中川 一 路、津本 浩平

妹尾 暁暢、長門石 曉、吉田 浩平、伊藤 翔、上野 剛、田島 卓実、工藤 翔太、津本 浩平

Nagatoishi S,Tsumoto K

Valenciano-Bellido Sandra, Caaveiro Jose M.M, Nakakido M, Nagatoishi S  and Tsumoto K

10th RSC-CSJ Joint Symposium（国際学会）

2020 Biophysical Society Annual Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

物理化学的アプローチによる低分子阻害剤の探索および抗体阻害 剤の開発

Disruption of Homophilic Protein-protein Interaction of P-cadherin by A Fragment Compound as A Trigger To Inhibit Cell
Adhesion

Biophysics of the Protein-ligand Interactions to Regulate the Protein Function

Staphylococcus aureus: IsdH mechanism of heme acquisition by Linker-NEAT3 and role of the linker domain

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第15回　日本臨床プロテオゲノミクス研究会

第19回　日本蛋白質科学会年会

第19回　日本蛋白質科学会年会

第19回　日本蛋白質科学会年会

金田 生穂、長門石 曉、中木戸 誠、黒田 大祐、津本 浩平

大西 亮輔、長門石 曉、谷口 博昭、津本 浩平

妹尾 暁暢、長門石 曉、吉田 浩平、伊藤 翔、上野 剛、田島 卓実、工藤 翔太、津本 浩平

長門石 曉、 展 天承、 森 千夏、 中木戸 誠、 津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

熱力学・速度論に基づく抗Shh抗体の抗原結合様式解析

転写調節因子PRDM14の天然変性領域とEED間における物理化学的相互作用解析

低分子リガンドによる細胞接着蛋白質P-カドヘリンの同種親和的二量体化阻害に対する分子機構解明

医薬品設計の提案を指向したHDX-MSによる蛋白質間相互作用解析

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第92回日本生化学会大会

CBI学会2019年大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

金田 生穂、長門石 曉、黒田 大祐、中木戸 誠、カアベイロ ホセ、津本 浩平

 ２．発表標題

片桐 直宏、長門石 曉、遠藤 英也、津本 浩平

妹尾 暁暢、齋藤 雄太朗、伊藤 翔、長門石 曉、上野 剛、吉田 浩平、田島 卓実、工藤 翔太、山東 信介、津本 浩平

妹尾 暁暢、長門石 曉、吉田 浩平、伊藤 翔、上野 剛、田島 卓実、工藤 翔太、津本 浩平

第19回　日本蛋白質科学会年会

第13回バイオ関連化学シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Thermodynamic, kinetic and computational analyses of the recognition mechanism of an antibody to a flexible protein antigen

S100A4-MetAP2蛋白質間相互作用に対するペプチド阻害剤の相互作用解析

小分子リガンドによる細胞接着蛋白質P-カドヘリンの分子間相互作用制御と構造情報に基づくリガンド設計

ホモ二量体形成蛋白質P-カドヘリンによる細胞接着阻害を可能にする新規低分子リガンド結合部位の同定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第56回　ペプチド討論会

第10回　スクリーニング学研究会

山本 晃一、中木戸 誠、黒田 大祐、長門石 曉、森本 淳平、山東 信介、津本 浩平

大西 亮輔、長門石 曉、谷口 博昭、津本 浩平

大西 亮輔、長門石 曉、谷口 博昭、津本 浩平

片桐 直宏、長門石 曉、遠藤 英也、津本 浩平

第37回　メディシナルケミストリーシンポジウム

第37回　メディシナルケミストリーシンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

DESIGN AND BIOPHYSICAL EVALUATION OF Β-HAIRPIN PEPTIDES DERIVED FROM SINGLE-DOMAIN VHH ANTIBODIE

腫瘍細胞に高発現するPRDM14の物理化学解析と制御剤探索

腫瘍細胞に高発現するPRDM14の物理化学解析と制御剤探索

S100A4-MetAP2間相互作用に対するHelix-turn-helix構造を形成するペプチド 阻害剤の解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第37回　メディシナルケミストリーシンポジウム

第42回　日本分子生物学会年会

第42回　日本分子生物学会年会

第11回JBFシンポジウム

山本 晃一、中木戸 誠、黒田 大祐、長門石 曉、森本 淳平、山東 信介、津本 浩平

大西 亮輔、長門石 曉、谷口 博昭、津本 浩平

長門石曉、彼谷高敏，永江剛典，中村幸登，津本浩平

妹尾 暁暢、齋藤 雄太朗、伊藤 翔、長門石 曉、上野 剛、吉田 浩平、田島 卓実、工藤 翔太、山東 信介、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

VHH抗体CDR3を利用したβ-hairpin型ペプチド設計法の検討

PRDM14の特異的制御を指向したPRDM14-EED間相互作用の物理化学解析

H回折格子結合型表面プラズモン共鳴励起増強蛍光分光(GC-SPFS)によるシングルドメイン抗体を用いた検出

物理化学的手法を駆使した細胞接着蛋白質P-カドヘリンのホモ二量体化相互作用を阻害する低分子の同定とその阻害機構解明

 １．発表者名



2021年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回　バイオ関連化学シンポジウム

第93回　日本生化学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

横尾 尚典、田部 亜季、中木戸 誠、長門石 曉、吉田 瑶子、池田 洋一郎、南学 正臣、津本 浩平

 ２．発表標題

長門石 曉

長門石 曉

妹尾 暁暢、長門石 曉、黒田 大祐、伊藤 翔、上野 剛、齋藤 雄太朗、吉田 浩平、田島 卓実、工藤 翔太、山東 信介、津本 浩平

第1回ABC-InFO講演会（招待講演）

甲南大学先端生命工学研究所FIBER FUTURE COLLEGE69（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

aHUSに関連する補体抑制因子CFHと特異的抗体の機能解析

物理化学から低分子リガンドを探索・創出する

熱力学および速度論を活用した低分子薬剤スクリーニング技術開発

蛋白質-蛋白質間相互作用の速度論的制御に基づくP-カドヘリンの細胞接着形成阻害

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第48回　構造活性相関シンポジウム

第16回　日本臨床プロテオゲノミクス研究会

笠原 慶亮、黒田 大祐 、河出 来時 、田部 亜季 、長門石 曉 、津本 浩平

妹尾 暁暢、長門石 曉、伊藤 翔、上野 剛、津本 浩平

Valenciano　S, Sandra Bellido, Jose M.M. Caaveiro, Nakakido M, Nagatoishi S, Tsumoto K

山本 晃一、中木戸 誠、黒田 大祐、長門石 曉、森本 淳平、山東 信介、津本 浩平

2020年度　医科学研究所G2発表会

2020年度　医科学研究所G2発表会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

計算デザイン Supercharging 抗体の物性機能解析

HDX-MSを活用したP-カドヘリンのホモ複合体に対する低分子阻害剤開発

Obtaining antibodies  against Staphyloccus aureus

Application of β-hairpin structure of VHH CDR3 for peptide designs

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第94回　日本細菌学会総会

第20回　日本蛋白質科学会年会

第93回　日本生化学会大会

第93回　日本生化学会大会

Kosuge H, Nakakido M, Nagatoishi S, Fukuda T, Bando Y, Ohnuma S, Tsumoto K

竹内 美結、中木戸 誠、長門石 曉、河出 来時、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

横尾 尚典、田部 亜季、中木戸 誠、長門石 曉、吉田 瑶子、池田 洋一郎、南学 正臣、津本 浩平

中木戸 誠、竹内 美結、長門石 曉、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Proteomic Identification And Validation Of New Interactions Of Novel Tumor Suppressor PRELP With Membrane Proteins

化膿連鎖球菌の金属獲得蛋白質MtsAに対する機能阻害剤の探索

aHUSに関連する補体抑制因子CFHと特異的抗体の機能解析

化膿連鎖球菌由来金属獲得蛋白質MtsAに対する機能阻害剤の探索

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回　日本生物物理学会年会

第43回　日本分子生物学会年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山本晃一、中木戸 誠、黒田 大祐、長門石 曉、森本 淳平、山東 信介、津本 浩平

 ２．発表標題

妹尾 暁暢、齋藤 雄太朗、伊藤 翔、長門石 曉、上野 剛、吉田 浩平、田島 卓実、工藤 翔太、山東 信介、津本 浩平

由井 杏奈、菊池 智佳、郷田 秀一郎、工藤 翔太、秋葉 宏樹、中木戸 誠、黒田大祐、長門石 曉、新井 修、岩成 宏子、浜窪 隆雄、津本
浩平

由井 杏奈、菊池 智佳、郷田 秀一郎、丸野 孝浩、内山 進、中木戸 誠、黒田大祐、長門石 曉、新井 修、岩成 宏子、浜窪 隆雄、津本
浩平

第20回　日本蛋白質科学会年会

第20回　日本蛋白質科学会年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

VHH抗体β-hairpin型CDR3を利用したペプチド設計手法の探索

Inhibition of P-cadherin-mediated cell contact formation through the kinetic effect of chemical fragment

The Molecular Basis of How SNP in LI-cadherin Affected Cancer Metastasis

Molecular basis of increased risk of colorectal cancer metastasis caused by SNPs in LI-cadherin gen

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第91回日本生化学会大会

第46回構造活性相関シンポジウム

長門石曉、津本浩平

金田 生穂、長門石 曉、中木戸 誠、津本 浩平

吉田 浩平、長門石 曉、黒田 大祐、津本 浩平

妹尾 暁暢、長門石 曉、中木戸 誠、星野 将人、中山 登、坂東 泰彦、石崎 仁將、澤 竜一、五十嵐 雅之、津本 浩平

第9回スクリーニング学研究会

第9回スクリーニング学研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

細胞内の蛋白質間相互作用を制御する物理化学的リガンド探索

金属プロテアーゼShhに対する抗体5E1の熱力学・速度論解析

Nanodisc-GPCRを用いた物理化学的アプローチによる低分子薬剤探索

SPRを用いた化膿連鎖球菌の宿主感染関連PPIを阻害する天然物化合物の探索

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第41回日本分子生物学会年会

第41回日本分子生物学会年会

第41回日本分子生物学会年会

第41回日本分子生物学会年会

大西 亮輔、長門石 曉、谷口 博昭、津本 浩平

渡邉 裕治、中木戸 誠、長門石 曉、浜窪 隆雄、津本 浩平

田部 亜季、中野 和民、中木戸 誠、長門石 曉、田中 勇悦、津本 浩平、内丸 薫、渡邉 俊樹

由井 杏奈、菊池 智佳、郷田 秀一郎、工藤 翔太、秋葉 宏樹、中木戸 誠、長門石 曉、新井 修、岩成 宏子、浜窪 隆雄、津本 浩平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

転写調節因子PRDM14の天然変性領域とEED間における物理化学的相互作用解析

肝がん細胞に発現するROBO1抗原に対する二重特異性抗体の開発

ドラッグデリバリーの標的特異性創出を目的とした部位特異的化学修飾可能な抗 OX40単鎖抗体の取得と機能解析

LI-cadherinのTrp残基への変異導入がホモ二量体形成に与える影響

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第91回日本生化学会大会

第91回日本生化学会大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

森 千夏、中木戸 誠、長門石 曉、津本 浩平

 ２．発表標題

中木戸 誠、妹尾 暁暢、サンドラ バレンシアノ、星野 将人、相川 知宏、長門石 曉、ホセ カアベイロ、中川 一路、津本 浩平

小菅 啓史、長門石 曉, 中木戸 誠, 黒田 大祐, 木吉 真人, 石井 明子, 寺尾 陽介, 朝岡 義晴, 大江 正剛, 井出 輝彦, 津本浩平

妹尾 暁暢、星野 将人、中木戸 誠、長門石 曉、相川 知宏、中川 一路、津本 浩平

第91回日本生化学会大会

第91回日本生化学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

シングルドメイン抗体を用いたインターロイキンのシグナル制御

病原性微生物における鉄獲得関連蛋白質の物理化学解析と新規抗菌剤の探索

FcRカラムを用いた異なる細胞種由来IgGの糖鎖解析

化膿連鎖球菌の鉄獲得機構を阻害する新規低分子・抗体の取得

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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